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石桜同窓会
盛　岡　市　長　田　町

岩手高等学校内
印刷山口北州印刷㈱

右桜同窓会　‘　●

定時総会終わる

平
成
9
年
度
石
機
同
窓
会
総
会
は
、
昨
年
1
0
月

2
4
巳
鱒
、
午
後
6
時
よ
り
、
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ

タ
ン
盛
岡
で
開
催
さ
れ
た
。
総
会
に
お
い
て
は
、

会
務
報
告
に
続
き
、
決
算
、
予
算
案
の
審
議
が
行

な
わ
れ
、
そ
の
後
、
故
山
中
眉
≡
先
生
追
悼
式
、

続
い
て
懇
親
会
に
移
っ
た
。

同
窓
会
は
い
ま
母
校
の
繁
栄

に
寄
与
で
き
る
基
盤
を
襲
え
て

い
く
た
め
に
、
先
ず
ク
ラ
ブ
活

動
振
興
委
員
会
を
発
足
し
て
母

校
支
援
体
制
を
強
化
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。

創
立
七
十
周
年
記
念
事
業
の

た
め
同
寄
生
か
ら
ご
援
助
い
た
だ

い
た
ご
寄
附
を
資
金
と
し
て
校

庭
内
に
い
ま
だ
存
在
し
な
い
ク

ラ
ブ
部
室
の
建
築
を
計
画
し
た
。

ク
ラ
ブ
活
動
の
強
化
に
は
部
室

に
お
け
る
部
員
の
目
に
見
え
な

い
親
し
い
交
流
の
場
こ
そ
強
化

に
繋
が
る
と
考
え
た
。
同
時
に
優

れ
た
コ
ー
チ
の
探
索
に
も
力
を

入
れ
何
と
か
ク
ラ
ブ
活
動
の
発

展
に
夢
を
委
ね
る
こ
と
に
し
た
。

平
成
九
年
八
月
十
五
日
三
田

義
之
理
事
長
、
三
田
孝
二
理
事
、

遠
藤
理
事
に
、
池
口
校
長
を
交

え
話
し
合
い
理
解
を
頂
い
た
。

し
か
し
、
学
校
に
も
校
庭
内
建

生き残りに賭ける
石桜同窓会会長

赤坂　俊夫

集
の
色
々
な
計
画
が
あ
る
と
の

こ
と
で
敷
地
選
考
委
員
会
な
る

も
の
を
つ
く
り
現
在
、
設
置
場

所
を
検
討
中
で
あ
る
。
決
定
次

第
直
ち
に
部
室
建
築
に
入
り
た

い
と
思
っ
て
い
る
。
総
て
環
境

の
厳
し
い
現
在
、
今
か
ら
の
私

立
高
校
の
生
き
残
る
道
は
優
秀

大
学
へ
の
進
学
率
の
向
上
と
ク

ラ
ブ
活
動
に
よ
る
母
校
の
名
前

を
天
下
に
轟
か
す
以
外
に
な
い
。

こ
の
た
め
学
校
は
校
長
を
先

頭
に
進
学
率
の
ア
ッ
プ
に
躍
起

と
な
り
、
同
窓
会
も
ク
ラ
ブ
活

動
の
活
性
化
に
必
死
で
あ
る
。

こ
の
た
め
学
校
も
同
窓
会
も
二

致
団
結
し
て
頑
張
ら
ね
ば
「
俺

は
岩
手
高
校
の
卒
業
生
で
あ
る
」

な
ど
の
大
き
な
顔
は
次
第
に
萎

縮
し
て
、
世
間
か
ら
忘
れ
去
ら

れ
て
し
ま
う
か
も
知
れ
な
い
。

長
い
伝
統
と
歴
史
あ
る
母
校
を

守
る
た
め
に
燃
え
ね
ば
な
ら
な
い
。

総
会
は
藤
原
亡
左
衛
門
同
窓

会
副
会
長
に
よ
る
開
会
の
こ
と

ば
に
始
ま
り
、
赤
坂
俊
夫
同
窓

会
長
が
挨
拶
し
た
。

そ
の
後
、
着
手
奨
学
会
の
遠
藤

雷
中
常
務
逸
事
よ
り
祝
辞
を
い

た
だ
き
、
続
い
て
議
事
に
入
っ
た
。

議
長
に
は
大
志
田
武
者
（
旧

1
2
回
生
）
が
選
出
さ
れ
、
事
務

局
よ
り
会
務
報
告
、
平
成
8
年

度
会
計
報
告
、
監
査
報
告
と
続

き
、
昨
年
の
創
立
7
0
周
年
記
念

事
業
に
つ
い
て
の
報
告
で
は
、

広
告
、
寄
付
、
記
念
誌
販
売
を

合
わ
せ
て
約
二
千
七
百
万
円
の

収
入
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
報

告
承
認
さ
れ
た
。

ま
た
長
年
に
わ
た
り
、
本
同

窓
会
の
監
事
を
務
め
て
い
た
だ

い
た
盛
合
毅
大
君
（
旧
1
4
回
生
）

の
死
去
の
報
告
が
な
さ
れ
、
一

同
、
ご
冥
福
を
祈
っ
た
。
こ
れ

に
伴
っ
て
、
新
監
事
と
し
て
玉

山
哲
史
君
（
新
1
1
回
生
）
の
就

任
案
が
提
案
さ
れ
、
満
場
一
致

で
承
認
さ
れ
た
。

新
年
度
の
事
業
計
画

次
に
鱒
沢
昇
同
窓
会
副
会
長

か
ら
今
年
度
の
事
業
計
画
の
説

明
が
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
、
副

会
長
は
、
今
年
度
は
、
「
母
校

の
繁
栄
に
寄
与
で
き
る
基
盤
を

整
え
て
い
l
く
」
こ
と
を
指
針
と

し
て
示
し
た
。
さ
ら
に
具
体
的

こ
ま
、

1
、
会
員
相
互
の
親
睦
交
流
料

図
る
。
（
ク
ラ
ス
会
、
同

期
会
、
支
部
会
合
の
開
催

を
盛
ん
に
す
る
）

2
、
母
校
ク
ラ
ブ
活
動
強
化
の

母
校
の
現
況
を
報
告
す
る

池
口
杜
孝
療
産

た
め
の
積
極
的
支
援
」

（
ク
ラ
ブ
活
動
振
興
委
員

会
を
充
実
し
、
支

を
強
化
す
る
）

欄
適

3
、
本
節
と
支
部
の
一
層
の
孤

携
を
図
る
。
（
本
部
と
ぬ

部
と
の
情
報
交
換
を
促
迫

す
る
）

以
上
が
提
案
さ
れ
、
出
患
者
顔

見
の
賛
同
を
得
た
。
　
い
い

最
後
に
次
年
度
の
予
算
案
軌

提
案
、
承
認
さ
れ
、
村
井
紀
之

副
会
長
の
閉
会
の
言
葉
に
よ
漁

て
終
了
し
た
。

山
中
順
三

の
遺
影
に
黙
譲

総
会
終
了
後
、
懇
親
会
に
先

立
っ
て
、
第
四
代
学
校
長
山
中

鱒
二
先
生
の
追
悼
式
が
挙
行
さ

れ
た
。
赤
坂
同
慈
会
長
の
迫
博

の
こ
と
ば
の
後
、
一
同
が
会
場

に
掲
げ
ら
れ
た
遺
影
に
黙
縞
を

捧
げ
、
在
り
し
日
の
山
中
先
生

を
偲
ん
だ
。
（
関
連
記
事
3
面

に
掲
載
）
　
　
　
　
t
∴

一遍＼∴駈

故
山
中
原
三
枚
長
の
遺
影
を

飾
っ
て
。
左
は
赤
坂
同
窓
金
森

懇
親
会
は
川
名
が
参
集
．

今
回
の
懇
親
会
参
加
者
は
約

8
0
人
。
会
長
挨
拶
の
後
、
池
口

校
長
の
祝
辞
、
乾
杯
を
経
て
懇

談
に
入
っ
た
。
昨
年
は
7
0
周
年

記
念
祝
賀
会
を
兼
ね
た
同
恵
会

を
催
し
た
の
で
、
そ
れ
に
比
べ

れ
ば
や
や
少
な
め
の
参
加
者
に

映
っ
た
が
、
毎
年
8
0
～
川
名
が

参
集
す
る
同
窓
会
は
他
校
に
は

見
ら
れ
な
い
と
い
う
．
盛
会
で

あ
っ
た
。

平 成 9 年 度 予 算 案

一Ⅰ　 －」姶 tt

収 入 の部

科　　　 目 本 年 度 予 算 平 成 8 年 度予算額
会　　　　　　　 雷 1 ．115 ．00 0 1 ．30 5 ，0 00
入　　　 会　　　 金 6 69 ，00 0 78 3 ．0 00
稔　 全　 会　 券　 代 5 00 ．00 0 100
利　　　　　　　 子 5 ，00 0 5 ，0 00
雑　　　 収　　　 入 5 00 ．00 0 500 ．0 00
繰　　　 越　　　 金 8 03 ．9 7 1 1 ．10 0 ，133
合　　　　　　　 ；汁 3 ．5 92 ，97 1 3 ．69 3 ．2 33
支 出 の部
会　　　 議　　　 費 1 ，0 00 ．00 0 1 ，0 0 0 ．0 00
石 桜 会 補 助 金 2 50 ．00 0 2 50 ，0 00
印　　　 届け　　　 費 5 00 ．0 00 500 ．0 00
慶　　　 弔　　　 雷 50 ，00 0 50 ．0 00

通　　　 fぎ　　　 費 7 00 ．00 0 70 0 ．0 00
事　　　 務　　　 費 10 ．00 0 1 0 ．0 00
事　 務　 手　　 当 60 ．00 0 6 0 ．000
j椎　　　　　　　 雷 3 00 ．00 0 40 0 ，000
特 別 会 書け 絹l 入 5 00 ，00 0 500 ．0 00
予　　　 備　　　 費 2 22 ．9 7 1 2 23 ．2 33
A 　ゝ　　　　　　　 汁 3 ．5 92 ．9 7 1 3 ．693 ，2 33
Il　 特 別 会 t什

収 入 の部

一般 金 言汁よ り編 入 5 00 ．00 0 50 0 ．0 00
利　　　　　　　　 子 5 ，00 0 10 ．000
繰　　 J唆　　　 金 2 ．148 ，57 8 1 ．64 5 ．82 2
合　　　　　　　 …汁 2 ．6 53 ．5 78 2 ．15 5 ，8 22
支 出 の部

－∵般　 会　 計　 へ 1　　　　　　　 0 0
合　　　　　　　　 計 t　　　　　　　　 O 0

7 0 周 年 記 念 事 業 関 係

く平成 9 年 9 月2 6 日現 在 〉

1取入 の 郡

項　　　　 目 決 ・算　 額 （円 ）

一　 般　 会　 引－　よ　 り 1 ．00 0 ．00 0

寄　　　　 付　　　　 金 27 ．78 9 ．00 0

お　　 祝　　 い　　 金 9 0 ，00 0

雷己　　 念　　 託　　 代 1 ．56 6 ．00 0

祝　　 賀　　 会　　 費 1 ．00 0 ．00 0

利　　　　　　　　　　　 息 63 1

合　　　　　　　　　　　 芽十 31 ．4 45 ．63 1

支 出 の 部

会　　 一　 議　　　　 費 23 3 ．39 6

総 会 ・ 祝 賀　 会 雷 1 ．40 5 ．20 6

印　　　　 刷　　　　 費 1 ．00 3 ．16 0

す己　 念　 書圭　 印　 刷　 代 6 ，59 7 ．10 0

苫己　 念　 誌　 送　 料 1 ．18 1 ．62 6

振　 込　 手　 数　 料 1 ．10 3 ．9 70

通　　　　 信　　　　 費 15 ．88 0

褒　　　　 賞　　　　 金 30 0 ．00 0

賞　 状　 ・　 き己　 念　 晶 9 4 ．4 40

写　　　　 真　　　　 代 11 ，93 7

雑　　　　　　　　　　 雷 5 ．9 12

合　　　　　　　　　　　 百十 11 ，9 52 ．62 7

広 告 の 部 7 ．4 02 ．0 00 円

寄 付 の 部　　 1－ 19 ．7 40 ．0 00 円

平 成 8 年 度 決 算 報 告 書

Ⅰ ・「鰻 重t什

収入 の 部

科　　 目 決　 算　 額 平成 8 年度 予】■鋼

会　　　　　　　　 雷 1 ，310 ．0 00 1 ．3 05 ．0 00

入　　 ・会　　　 金 786 ．00 0 7 83 ．0 00
カ宅　 全　 会　 券　 代 0 100
利　　　　　　　　 子 9 15 5 ．0 00
雑　　　 収　　　 入 108 ．0 00 5 00 ．0 00
繰　　　 越　　　 金 1 ．100 ．133 1 ，100 ，133
合　　　　　　　 計 3 ．30 5 ．0 48 3 ，6 93 ，2 33
支 出の 部

会　　　 議　　　 雷 32 7 ．16 6 1 ，0 00 ，0 00
右 横 会 補 助 金 250 ．0 00 2 50 ．0 00
印　　　 刷　　 】■ 32 4 ，45 0 5 00 ．0 00
鷹　　　 弔　　　 費 40 ．66 1 50 ．0 00
通　　　 信　　　 雷 720 ．90 0 70 0 ，0 00
事　　　 務　　　 雷 0 10 ．0 00
事　 務　 手　　 当 60 ．00 0 60 ．0 00
雑　　　　　　　 費 27 7 ．90 0 4 00 ．0 00
特 別 会 計 編 入 500 ．00 0 5 00 ．0 00
予　　　 備　　 1■ 0 2 23 ．2 33
合　　　　　　　 計「 2 ．50 1 ．0 77 3 ．6 93 ，2 33
ⅠⅠ　 特 別 会I汁

収入 の 部

一般 会 童汁 よ り編 入 50 0 ，0 00 5 00 ．0 00
利　　　　　　　　 子 2 ．7 56 10 ，0 00
繰　　　 j峻　　　 金 1 ．64 5 ．8 22 1 ．6 45 ．8 22
合　　　　　　　　 計 2 ，14 8 ，5 78 2 ．155 ．8 22
支 出の 部

－ J投　 合　 言汁　 へ 0 0
含　　　　　　　　 羞汁 0 0

同
窓
生
の
皆
様
、
石
桜
同
窓

会
報
第
2
3
号
を
お
届
け
い
た
し

ま
す
。
今
号
は
大
変
長
ら
く
お

待
た
せ
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

ま
ず
は
お
詫
び
か
た
が
た
、
そ

の
事
情
を
ご
説
明
申
し
上
げ
ま

す
。こ
の
石
桜
同
窓
会
報
は
、
毎

年
10
月
に
開
催
さ
れ
る
石
桜
同

窓
会
総
会
、
懇
親
会
を
待
っ
て
、

そ
の
ご
報
告
を
メ
イ
ン
記
事
と

し
て
毎
年
1
2
月
の
発
行
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

昨
年
度
は
、
ご
承
知
の
通
り

創
立
7
0
周
年
記
念
の
年
に
あ
た

り
、
同
窓
生
の
皆
様
に
は
記
念

事
業
を
は
じ
め
、
母
校
振
興
の

た
め
の
寄
付
の
ご
協
力
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
寄

付
を
い
た
だ
い
た
方
々
の
ご
芳

名
報
告
の
臨
時
号
を
平
成
8
年

9
月
に
発
行
い
た
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
今
号
は
、
そ
の
臨
時
号

か
ら
数
え
て
約
一
年
半
ぶ
り
の

発
行
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
わ
け

で
す
。

そ
の
間
、
多
く
の
同
窓
の
方
々

か
ら
お
問
い
合
わ
せ
の
電
話
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
巳
く
「
今

年
は
同
窓
会
報
が
届
か
な
い
が
、

ど
う
し
た
の
か
？
」
「
毎
年
楽

し
み
に
し
て
い
る
の
だ
が
…
＝
」

等
々
で
す
。

遭
ぐ
に
あ
っ
て
も
母
校
を
気

に
か
け
て
い
た
だ
い
て
い
る
同

窓
生
が
沢
山
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ

と
を
再
認
識
す
る
と
と
も
に
、

大
変
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
さ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
筆
者
も
長
い
間
、

こ
の
「
校
風
永
扁
」
で
放
言
を

続
け
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
度
、

分
掌
変
更
に
よ
り
こ
れ
が
最
後

の
「
校
風
永
扇
」
と
な
り
ま
す
。

励
ま
し
の
鱒
言
葉
や
お
叱
り
の

お
手
紙
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

改
め
て
こ
こ
に
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

割　　 烹

「 こ う 弥 」

盛岡市莱図2の8の36
T E L （623）2 6 2 2
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「動物哀歌」への造
〈品〉企画展開催される

詩
人
村
上
昭
夫
君
（
旧
1
5
回

生
）
の
没
後
3
0
年
企
画
展
「
村

上
昭
夫
〝
動
物
哀
歌
″
へ
の
道
」

が
平
成
9
年
1
0
月
1
0
日
観
か
ら

1
1
月
9
日
脚
ま
で
北
上
市
の
日

本
現
代
詩
歌
文
学
館
で
開
催
さ

れ
た
。

村
上
昭
夫
君
に
つ
い
て
は
石

桜
振
興
会
主
催
の
3
回
に
亘
る

「
昭
夫
を
語
る
会
」
や
、
本
紙

の
第
16号
あ
る
い
は
平
成
8
年

発
行
の
「
石
桜
7
0
年
誌
」
で
学
友

岡
澤
敏
男
君
（
旧
1
5
回
生
）
が
述

べ
て
い
る
が
、
た
っ
た
一
冊
の

詩
集
「
動
物
哀
歌
」
で
土
井
晩
翠

賞
、
H
氏
賞
を
受
賞
、
昭
和
4
3

年
秋
41歳
で
病
死
し
た
岩
手
の

代
表
的
詩
人
の
一
人
で
あ
る
。

村
上
君
は
昭
和
2
年
岩
手
県

大
東
町
生
ま
れ
。
昭
和
2
0
年
に

岩
手
中
学
を
卒
業
し
て
旧
満
州

国
官
吏
と
し
て
渡
満
、
戦
後
盛

岡
郵
便
局
に
勤
務
し
た
が
2
5
年

結
核
が
発
病
、
岩
手
医
大
付
属

岩
手
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
に
入
院
、

左
胸
部
整
形
手
術
を
受
け
る
。

入
院
中
に
宮
沢
鷲
治
の
童
話

に
も
触
発
さ
れ
、
心
象
ス
ケ
ッ

チ
風
の
詩
作
が
ノ
ー
ト
い
っ
ぱ

い
に
な
る
。

2
8
年
に
退
院
、
こ
の
年
か
ら

岩
手
日
報
の
草
野
心
平
選
に
よ

る
「
詩
増
」
へ
投
稿
を
始
め
、
選

者
が
村
野
四
郎
に
変
わ
っ
た
頃

認
め
ら
れ
、
病
没
す
る
2
年
前

の
4
1
年
ま
で
に
村
野
四
郎
か
ら

5
6
回
の
選
評
を
受
け
た
と
い
う
。

盛
岡
市
高
松
一
丁
目
の
市
立

図
書
館
前
に
あ
る
詩
碑
に

夜
を
見
は
っ
て
い
る
つ
な
が

れ
た
犬
た
ち

私
に
向
っ
て
吠
え
る
な

私
が
誰
な
の
か
を
知
っ
た
な
ら

吠
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ

ろ
う
に

と
あ
る
が
、
こ
れ
は
3
2
年
6
月

に
岩
手
日
報
に
発
表
さ
れ
た

「
私
を
う
ら
ざ
る
な
」
の
冒
頭

の
二
部
で
あ
る
。

村
上
君
は
県
詩
人
ク
ラ
ブ
の

幹
事
と
し
て
機
関
誌
「
皿
」
を

編
集
し
、
岩
手
詩
祭
、
詩
劇
に

も
参
加
し
活
躍
し
て
い
る
。

「
動
物
哀
歌
」
は
4
2
年
、
詩

人
大
坪
孝
二
や
宮
静
枝
、
高
橋

昭
八
即
ち
に
よ
っ
て
友
情
出
版

さ
れ
、
第
8
回
土
井
晩
翠
贅
を

受
賞
し
、
4
3
年
に
は
詩
壇
最
高

賞
の
一
つ
で
あ
る
H
氏
賞
も
受

賞
し
た
。

昨
年
の
企
画
展
開
催
中
は
連

日
全
国
か
ら
大
勢
の
詩
人
や
観

光
客
ら
が
訪
れ
た
。

か
つ
て
村
野
四
郎
は
「
動
物

▲▼　日本現代詩敬文学館

全
日
本
弓
道
連
盟
副
会
長

の
大
沢
万
治
宕
（
旧
6
回
生
）

は
武
道
の
普
及
振
興
に
長
年

尽
力
し
た
人
に
贈
ら
れ
る
日

本
武
道
協
議
会
の
8
年
度
武

道
功
労
者
に
選
ば
れ
本
年
1

月
受
彰
し
た
。

表
彰
は
弓
道
の
ほ
か
、
柔

道
、
剣
道
、
相
撲
な
ど
各
分

野
か
ら
用
人
、
東
京
の
日
本

武
道
館
で
萱
バ
ッ

ジ
授
与
の
表
彰
式
が
行
わ
れ

た
。大
沢
署
は
二
戸
市
福
岡
字

中
町
在
住
、
浄
法
寺
町
出
身

で
、
旧
制
岩
手
中
学
卒
後
、

盛
岡
高
等
農
林
学
校
（
現
岩

大
農
学
部
）
を
卒
業
。
弓
道

は
兄
に
勧
め
ら
れ
て
、
岩
手
　
中
心
選
手
。
各
種
大
会
で
の

中
入
学
と
同
時
に
始
め
た
と
　
活
躍
は
多
数
。

3
9
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

く旧6回生〉

大沢万治月

8年度

労表彰
を受ける

昭
和
川
年
黄
金
時
代
を
迎

え
た
弓
道
部
で
は
あ
こ
が
れ

の
神
宮
大
会
出
場
を
決
め
た

ク
で
は
日
本
の
武
道
を
紹
介

す
る
模
範
演
技
に
出
場
。
5
1

年
に
は
全
日
本
弓
道
大
会
教

士
八
段
の
部
で
優
勝
し
て
い

る
。昭
和
2
3
年
岩
手
県
連
盟
が

発
足
時
に
は
副
会
長
、
5
0
年

か
ら
会
長
。
平
成
5
年
に
本

県
で
初
め
て
範
士
九
段
に
昇

段
、
岩
手
日
報
体
育
賞
も
受

賞
し
た
。

8
年
に
は
全
日
本
弓
道
連

盟
副
会
長
に
就
任
し
、
研
修

会
の
指
導
な
ど
で
全
国
を
精

力
的
に
歩
い
て
後
進
の
育
成

に
尽
力
し
て
い
る
。

今
で
も
毎
朝
「
素
引
き
」

を
欠
か
さ
ず
、
過
2
、
3
回

は
市
内
の
弓
道
場
に
出
か
け

る
な
ど
現
役
を
続
け
る
大
先

輩
で
あ
る
。

盛
岡
市
高
松
の
市
立
図
書
館

前
の
村
上
昭
夫
詩
碑

哀
歌
」
に
つ
い
て
、
「
こ
の
詩

集
に
啄
木
よ
り
賢
治
よ
り
、
も
っ

と
心
霊
的
で
、
し
か
も
造
型
的
な

文
学
を
見
る
」
と
い
っ
て
い
る
。

村
上
の
没
後
3
0
年
企
画
展
で

講
演
会
の
講
師
と
な
っ
た
埼
き

県
在
住
の
詩
人
、
北
細
光
男
氏

は
「
r
動
物
哀
歌
」
に
ふ
れ
る
と

生
き
る
と
は
、
死
後
の
世
界
と

は
、
宇
宙
の
誕
生
以
前
と
は
、

な
ど
複
雑
な
問
題
の
前
に
立
た

さ
れ
、
激
し
く
魂
を
ゆ
き
ぶ
ら

れ
る
」
と
講
演
し
た
。

ま
た
「
こ
れ
ら
の
形
而
上
的

な
問
い
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
動
植

物
の
い
の
み
を
重
ね
て
つ
く
ら

れ
た
抒
情
詩
で
あ
り
、
環
境
破

壊
や
い
じ
め
、
な
ど
現
代
社
会

の
問
題
を
解
く
カ
ギ
が
こ
の
詩

の
中
に
あ
り
そ
う
だ
」
と
も
話

し
た
。
昨
年
1
0
月
3
1
日
号
の
産

経
新
聞
は
岩
手
版
で
こ
の
企
画

展
を
詳
し
く
報
じ
た
。

薪
2
回
生
で
日
本
ペ
ン
ク
ラ

ブ
会
員
佐
藤
童
君
は
現
在
日
本

現
代
詩
歌
文
学
館
振
興
会
副
会

長
、
同
運
営
審
義
金
副
会
長
で

あ
り
こ
の
企
画
の
中
心
的
役
割

を
黒
し
た
と
思
わ
れ
る
。

≡
≡
≡
≡
≡
≡
芸
≡
≡
二
重
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡

足
沢
　
雪
花
先
生
／
文
部
省
体
育
功
労
者
表
彰

菊
池
治
雄
教
　
頭
／
岩
手
県
私
学
教
育
表
彰

そ
れ
ぞ
れ
受
彰
さ
れ
る

生先元重訳足

菊池治雄　赦巨員

岩
手
県
体
操
協
会
名
誉
会

長
の
足
沢
至
君
（
旧
1
5
回
生
）
は

文
部
省
の
平
成
9
年
度
体
育

功
労
者
に
選
ば
れ
、
同
年
1
0
月

7
日
東
京
都
千
代
田
区
の
東

壁
意
義
式
が
行
わ
れ
た
。

元
母
校
教
師
足
沢
先
生
は

県
体
操
協
会
事
務
局
長
と
し

r
●
．
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．
．

て
組
払
体
制
の
整
備
に
力
を

注
い
だ
。
ま
た
岩
手
高
校
体
操
部
監

督
と
し
て
全
国
大
会
優
勝
者

な
ど
多
く
の
傑
秀
な
選
手
を

育
成
。
5
8
年
か
ら
平
成
4
年

ま
で
は
県
体
操
協
会
会
長
を

務
め
た
。

平
成
9
年
度
の
岩
手
県
私

学
教
育
表
彰
式
は
9
年
1
2
月

3
日
盛
岡
市
志
家
町
の
サ
ン

セ
ー
ル
盛
岡
で
行
わ
れ
、
母

校
の
教
頭
菊
池
治
雄
先
生
が

受
彰
し
た
。

菊
池
先
生
は
教
頭
を
務
め

る
一
方
、
音
楽
教
師
と
し
て

情
操
教
育
を
推
進
、
岩
手
県

吹
奏
楽
連
盟
事
務
局
長
を
務

め
、
吹
奏
楽
の
技
術
向
上
に

貢
献
、
教
科
指
導
、
ク
ラ
ブ

活
動
を
通
じ
て
私
立
学
校
教

育
の
発
展
に
寄
与
し
た
こ
と

が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
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L

杜
の
都
に
校
歌
鹿
れ
る
．
（
新
u
回
豊
横
田
　
英
司

ヽ
朝
日
に
匂
う
桜
花
・
…
‥
と

作
詞
者
土
井
晩
翠
の
生
誕
の
地

仙
台
鱒
校
歌
が
高
ら
か
に
響
心

た
。残
暑
の
8
月
2
3
日
出
午
後
6

時
、
I
R
仙
台
駅
東
口
近
く
の
一

ホ
テ
ル
仙
台
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

「
宮
城
の
間
」
に
お
い
て
、
待

望
久
し
い
仙
台
支
部
結
成
会
が

開
催
さ
れ
た
。
母
校
よ
り
池
口

校
長
が
、
そ
し
て
急
遽
赤
坂
石

桜
同
窓
会
会
長
が
駆
け
つ
け
て

下
さ
る
な
ど
総
勢
2
9
名
の
出
席

だ
っ
た
。
冒
頭
会
の
発
起
人
を
代
表
し

て
小
林
陵
二
者
（
新
3
回
生
）

よ
り
開
催
の
経
緯
を
含
む
挨
拶
。

次
い
で
来
賓
の
池
口
校
長
よ
り

母
校
の
現
況
報
告
と
祝
辞
を
頂

い
た
後
、
赤
坂
会
長
よ
り
激
励

の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

次
に
小
林
署
を
議
長
に
し
て

役
員
選
出
、
会
則
決
定
等
の
議

事
が
進
め
ら
れ
、
初
代
会
長
に

は
小
林
陵
二
君
、
事
務
局
長
に

は
検
出
英
司
宕
（
新
1
1
回
生
）

石桜伺患金砂含ま蔀舘屯倉

が
選
ば
れ
た
。
又
、
副
会
長
2
名

幹
事
2
名
に
つ
い
て
は
会
長
に

よ
る
推
薦
指
名
が
了
承
さ
れ
た
。

引
続
い
て
懇
親
会
に
移
り
、

赤
坂
会
長
の
乾
杯
の
音
頭
、
会

員
相
互
交
歓
、
自
己
紹
介
と
次

第
に
盛
上
り
、
い
よ
い
よ
全
点

に
よ
る
校
歌
斉
唱
と
な
る
。
指

揮
は
出
席
者
最
年
少
の
金
子
幸

平
君
（
新
3
7
回
生
）
。
参
加
2
9

名
そ
れ
ぞ
れ
の
青
春
の
思
い
を

胸
に
、
4
番
ま
で
の
熱
唱
で
あ
っ

た
。歓
つ
き
な
い
中
に
最
年
長
川

村
武
雄
君
（
旧
9
回
生
）
が
中

線
を
宣
言
。
仙
台
石
桜
同
窓
会

結
成
の
万
歳
三
唱
を
も
っ
て
め

で
た
く
お
開
き
と
な
っ
た
。

（
新
1
1
回
豊
佐
藤
　
龍
二

結
成
会
応
接
の
記

7
月
半
ば
の
こ
と
同
期
親
友

の
横
田
英
司
君
か
ら
8
月
2
3
日

に
、
仙
台
で
同
窓
会
の
旗
揚
げ

を
や
る
か
ら
応
捜
し
て
欲
し
い

と
の
電
話
が
あ
り
、
二
つ
返
事

で
引
受
け
た
。

彼
の
雷
に
よ
る
と
、
宮
城
県

内
に
は
学
生
を
含
め
約
2
0
0

名
の
同
窓
生
が
お
り
、
盛
岡
、
東

京
に
次
ぐ
大
世
帯
な
が
ら
支
部

組
織
が
未
だ
な
い
。
昨
年
の
母

校
七
十
周
年
記
念
の
懇
親
会
の

席
上
、
小
林
先
輩
と
合
意
し
た

の
が
き
っ
か
け
と
か
。
何
せ
出

席
者
数
の
予
測
も
つ
か
ず
、
ス

タ
ッ
フ
不
足
も
あ
っ
て
さ
く
ら

兼
受
付
係
で
も
と
部
外
者
で
あ

る
私
へ
の
依
類
と
な
っ
た
も
の
。

発
足
会
と
い
う
も
の
の
盛
上

が
り
に
欠
け
る
と
あ
っ
て
は
問

題
で
あ
る
。
私
と
横
田
夫
人
と

そ
の
弟
子
の
前
田
さ
ん
が
裏
方

に
回
り
、
受
付
と
写
真
係
を
、

さ
ら
に
夫
人
は
生
田
流
琴
曲
の

師
匠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
B
G

M
を
も
担
当
す
る
こ
と
と
し
た
。

紫
波
町
在
住
の
私
は
、
か
つ

て
の
東
京
岩
中
会
、
盛
岡
の
石

桜
同
窓
会
、
紫
波
石
桜
会
へ
の

出
席
経
験
が
あ
る
。
今
回
の
仙

台
石
桜
同
窓
会
は
出
席
2
9
名
、

結
成
会
と
い
う
特
殊
性
を
も
つ

も
の
の
、
前
三
者
と
は
異
な
る

印
象
を
も
っ
た
。
大
方
は
初
対

面
同
志
な
の
に
終
始
な
ご
や
か

さ
が
流
れ
て
温
か
い
ム
ー
ド
な

の
だ
。
や
は
り
石
桜
同
窓
の
親

近
感
、
連
帯
感
の
せ
い
な
の
か
。

ま
た
挺
方
の
2
人
の
ご
村
人
の

活
躍
も
あ
る
。
懇
親
会
に
は
一

緒
に
交
じ
ら
れ
て
彩
り
を
添
え

て
く
れ
た
。

「
女
子
校
の
同
窓
会
は
こ
ん

な
楽
し
い
会
に
は
な
り
ま
せ
ん

よ
。
こ
れ
か
ら
は
夫
人
同
伴
の

会
に
す
れ
ば
よ
ろ
し
い
の
に
」

の
冗
談
に
「
牡
身
の
私
は
ど
う

す
れ
ば
？
」
と
返
す
と
大
笑
い

さ
れ
た
。

自
己
紹
介
が
時
間
の
都
合
で

全
員
ま
で
及
ば
な
か
っ
た
の
は

残
念
で
あ
っ
た
が
、
次
回
か
ら

は
福
島
、
山
形
両
県
の
同
窓
へ

も
呼
び
か
け
拡
大
を
は
か
る
と

か
。
ぜ
ひ
と
も
他
の
同
窓
会
に

は
な
い
特
色
あ
る
会
に
発
展
し

て
欲
し
い
と
願
い
つ
つ
帰
路
に

つ
い
た
の
で
あ
っ
た
。

お
銘菓の店 お贈

山　　 善
お土 物
茶 産 に
うに
け

盛岡市村本町 2－21 に
T E L （622）2 6 1 8

月星化成株式会社岩手県総代理店
履物総合卸商社

斎 禰 商 事 株 式会 社

岩手県紫波郡矢巾町流通センター南一丁巨6－4
T E L ㈹（638）2 13 1

　 あなたの伽！書に役立つスポーツ品
田 藤 沢 壁 長 堂

盛岡市大通3丁目2●5 ・重し ＿ 上虹竺靖‾
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